
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ユーザが操作できるスイッチ及びイヤホンを有するヘッドセットと、
上記スイッチを経てユーザにより入力された制御情報に応答すると共に、この制御情報に
応答して、無線電話に記憶された電話番号に関連した情報をイヤホンを経て与え、ユーザ
が無線電話に記憶された複数の電話番号の１つを選択できるようにする選択手段と、
を備えたことを特徴とするポータブル無線電話。
【請求項２】
上記選択手段は、電話に記憶された電話番号に関連した音声タグをイヤホンを経て与える
請求項１に記載のポータブル無線電話。
【請求項３】
上記音声タグは、予め記録される請求項２に記載のポータブル無線電話。
【請求項４】
上記音声タグは、合成される請求項２に記載のポータブル無線電話。
【請求項５】
上記無線電話は、主本体部分を含む請求項１ないし４のいずれかに記載のポータブル無線
電話。
【請求項６】
上記選択手段は、上記主本体部分に配置される請求項５に記載のポータブル無線電話。
【請求項７】
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上記ヘッドセットは、上記主本体部分に接続するリードを含む請求項５又は６に記載のポ
ータブル無線電話。
【請求項８】
上記スイッチは、上記リードに配置される請求項７に記載のポータブル無線電話。
【請求項９】
上記スイッチは、上記リードを経て上記選択手段に接続される請求項７又は８に記載のポ
ータブル無線電話。
【請求項１０】
上記リードは、主本体部分から取り外せる請求項７ないし９のいずれかに記載のポータブ
ル無線電話。
【請求項１１】
上記無線電話の主本体部分は、トランシーバを含む請求項７ないし１０のいずれかに記載
のポータブル無線電話。
【請求項１２】
上記無線電話の主本体部分は、ハンドセットである請求項７ないし１１のいずれかに記載
のポータブル無線電話。
【請求項１３】
上記主本体部分は、イヤホン及びマイクロホンより成る音声インターフェイスを含む請求
項７ないし１２のいずれかに記載のポータブル無線電話。
【請求項１４】
上記イヤホンは、耳内型のイヤホンである請求項１ないし１３のいずれかに記載のポータ
ブル無線電話。
【請求項１５】
上記スイッチは、プッシュボタンである請求項１ないし１４のいずれかに記載のポータブ
ル無線電話。
【請求項１６】
上記ヘッドセットは、マイクロホンを更に含む請求項１ないし１５のいずれかに記載のポ
ータブル無線電話。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、無線電話に係る。より詳細には、本発明は、ユーザが操作できるスイッチを伴
うヘッドセットを含む無線電話に係る。
【０００２】
【従来の技術】
無線電話は、ハンズフリー通話機能を与えるように無線電話のハンドセットに差し込まれ
るヘッドセットで操作されることが知られている。例えば、ノキアモービルホーン社から
入手できるＮＯＫＩＡ（登録商標）８１１０ハンドポータブルセルラー電話は、ＮＯＫＩ
Ａ　ＨＤＸＫ－８ヘッドセットを用いて操作することができる。このヘッドセットが図１
に示されており、耳内スピーカ１０と、インラインマイクロホン１１と、リード１２と、
このリード１２を着衣に固定するための鰐口クリップ１３と、アダプタ１５のジャックに
差し込むためのコネクタ１４とを含む。アダプタ１５は、ヘッドセットをＮＯＫＩＡ８１
１０電話のシステムコネクタに接続するためのコネクタ１６を有している。
【０００３】
【発明の構成】
本発明の目的は、ヘッドセットを組み込んだ無線電話のための改良されたユーザインター
フェイスを提供することである。
本発明によれば、ユーザが操作できるスイッチ及びイヤホンを有するヘッドセットと、ス
イッチを経てユーザにより入力された制御情報に応答すると共に、この制御情報に応答し
て、無線電話に記憶された電話番号に関連した情報をイヤホンを経て与え、ユーザが無線
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電話に記憶された複数の電話番号の１つを選択できるようにする選択手段とを備えたポー
タブル無線電話が提供される。
【０００４】
本発明によるポータブル電話は、ユーザが、ディスプレイを見たり及び／又は無線電話ハ
ンドセットのキーパッドを操作したりする必要なく、ヘッドセットのスイッチ及びイヤホ
ンを用いてダイヤルするための電話番号を選択できるという効果を有する。従って、ユー
ザは、無線電話の別の部分に届かないか又は容易に接近できないときでも、ヘッドセット
を用いて電話番号を便利に選択しそしてダイヤルすることができる。更に、本発明による
無線電話は、混雑した道を歩いているときのようにハンドセットの通常の使用が不便であ
る状況において、ユーザが電話番号を選択しそしてコールを開始できるようにする。
【０００５】
本発明による無線電話は、無線電話ハンドセットに通常見られる従来のキーボード及び／
又はディスプレイを省くことができる。むしろ、キーパッド及び／又はディスプレイの機
能は、ヘッドセットにより与えることができる。
理想的には、無線電話は主本体部分を備え、そしてこの主本体部分に選択手段が配置され
る。
【０００６】
ヘッドセットは、ヘッドセットを主本体部分に接続するためのリードを含む。理想的には
、このヘッドセットのリードにスイッチが配置され、リードは、スイッチと、選択手段と
の間の電気的接続を与える。
好ましくは、リードは、主本体部分から取り外すことができる。これは、ヘッドセットを
、それが必要でないときに主本体部分から引き抜いて保管できるようにする。
【０００７】
好ましくは、スイッチは、プッシュボタンである。これは、ユーザがスイッチを慎重に及
び／又は繰り返し操作できるようにする効果を与える。トグルスイッチやスライドスイッ
チのような他の形態のスイッチも使用できる。
ヘッドセットは、更に、ユーザがヘッドセットを経て両方向通信を行えるように好ましく
はリードに配置されたマイクロホンを含むのが適当である。
【０００８】
快適で且つ慎みのあるヘッドセットを与えるために、イヤホンを耳内型のイヤホンにする
ことができる。
無線電話の主本体部分は、トランシーバを含み、そして個別のイヤホン及びマイクロホン
を含むハンドセットの形態であるのが適当である。
【０００９】
選択手段は、電話に記憶された電話番号に関連した記録された音声タグをイヤホンを経て
与えるのが好ましい。これらの音声タグは、製造中に電話のメモリに埋め込まれてもよい
し及び／又はユーザにより再書き込み可能なメモリに記録されてもよい。
【００１０】
或いは又、選択手段は、電話に記憶された電話番号に関連した合成された音声タグをイヤ
ホンを経て与えてもよい。
以下、添付図面を参照して、本発明の実施形態を一例として詳細に説明する。
【００１１】
【発明の実施の形態】
図２には、電話のハンドセット３０及びヘッドセット４０より成るポータブル無線電話が
示されている。電話のハンドセット３０は、取り外し可能な再充電式バッテリパック２７
により付勢されるハンドポータブルセルラー電話である。ハンドセット３０は、トランシ
ーバユニットに接続されたアンテナ３４と、マイクロホン３２と、スピーカ３１と、セル
ラー電話に通常見られる他の全ての特徴とを含む。図３も参照すれば、マイクロプロセッ
サ１００は、ハンドセットの全ての基本的な機能を制御すると共に、キーパッド、ディス
プレイ及びヘッドセットの機能を制御するのに使用される。しかしながら、電話の機能が
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マスターマイクロコンピュータによって制御される一方、キーパッド、ディスプレイ及び
ヘッドセットの機能が、マスターマイクロコンピュータと通信するよう接続された個別の
スレーブマイクロコンピュータの制御のもとにあってもよい。
【００１２】
ハンドセット３０のユーザインターフェイスは、それ自体良く知られたディスプレイ、例
えば液晶ディスプレイ２９と、ハンドセット３０の前面のキーパッド２８とを含む。ディ
スプレイは、通常の仕方でマイクロプロセッサ１００により接続されて調整される。キー
パッド２８は、本質的に主たる２組のキー、即ち特に電話番号をダイヤルするためのもの
であるが、アルファニューメリックデータも電話のメモリに入力するためにアルファニュ
ーメリックデータに関連したアルファニューメリックキー２８ａと、種々の所定の機能又
はオペレーションを行えるようにする１組のファンクションキー２８ｂとを備えている。
【００１３】
キー２８ａは、各々３つのキーの４行に配列される。電話の数字キーレイアウトについて
従来そうであるように、最も上の行は、数字１、２及び３の各キーを含み、その下の第２
の行は、数字４、５及び６の各キーを含み、その下の次の行は、数字７、８及び９の各キ
ーを含み、そして最も下の行は、＊、０及び＃の各キーを含む。これらキーの幾つか又は
全部を、これも又従来そうであるように、アルファベット情報に関連させることができる
。例えば、アルファニューメリックキーストロークの前に「ＡＢＣ」ファンクションキー
のような別の所定のキーストロークを行うことにより、数値データではなくてアルファベ
ットが選択される。
【００１４】
セルラー電話において通常そうであるように、キー２８ｂは、電話コールを各々開始及び
終了するための「送信 (SEND)」及び「終了 (END) 」キーを含む。特に左上の角に配置され
た別のキーは、電話をオン及びオフに切り換えるための「オン／オフ (ON/OFF)」キーであ
る。別のファンクションキーは、例えば、「メニュー (MENU)」又は「ファンクション (FUN
CTION)」又は適当なその省略形で示されたメニュー又はファンクションキーである。この
キーを押すと、種々の予め設定されたメニュー（その関連命令がメモリに記憶された）を
ディスプレイ２９で見て選択的にイネーブルすることができる。「メニュー」又は「ファ
ンクション」キーを押した後に適当なアルファニューメリックキーを押すことにより種々
のメニューを選択することができる。当該メニューは、ディスプレイパネル２９において
ワード又は省略形でユーザに示される。例えば、ユーザは、適当なメニュー選択によりリ
ンギングトーンを選択することができる。更に精巧なオプションも、メニュー構成により
使用できる。例えば、ユーザは、電話番号が使用中であるか又は応答がない場合に、いわ
ゆる自動リダイヤルモードをイネーブルして、コールの試みを繰り返すことができる。本
発明によれば、種々のヘッドセットモードを手動で選択できるように特殊なメニュー構成
体が設けられる。所定のキーストロークシーケンスを用いて、「ハンドセットダイヤル中
(HANDSET DIALLING)」又は「ハンドセット番号発生 (HANDSET NUMBER GENERATION) 」のよ
うな表題をディスプレイパネル５に表示する各メニューを選択することができる。
【００１５】
図２に示すヘッドセット４０は、２つのイヤホン２０と、ブームの端に配置されたマイク
ロホン２１とを含む。リード２２は、イヤホン２０及びマイクロホン２１をコネクタ２４
に接続する。リードに沿って途中に配置されているのはプッシュボタンスイッチ３３であ
り、これは、ユーザの親指又は指で操作するように便利に配置されている。コネクタ２４
は、電話ハンドセット３０のヘッドセットジャックに差し込まれ、このジャックは、次い
で、適当なヘッドセットインターフェイス２００を経てマイクロプロセッサ１００に電気
的に接続される。リード２２は、コネクタ２４と、イヤホン２０と、マイクロホン２１と
、ヘッドセット４０のスイッチ３３との間に電気的接続を与える。従って、ヘッドセット
４０がハンドセット３０に差し込まれると、イヤホン２０、マイクロホン２１及びスイッ
チ３３がマイクロプロセッサ１００に電気的に接続される。ヘッドセット４０は、必要で
ないときにハンドセット３０から引き抜かれる。
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【００１６】
後でダイヤルするために電話番号を思い出す際にユーザを助けるために、ハンドセット３
０は、マイクロプロセッサに接続されたＥＥＰＲＯＭメモリ３００のような不揮発性メモ
リを含み、ユーザは、これら電話番号に関連した情報を無線電話３０に記憶することがで
きる。ＥＥＰＲＯＭは、情報をデータベースの形態で記憶し、各記録は、特定の電話番号
に関連した情報を含む。例えば、フラッシュメモリ又はバッテリバックアップＲＡＭのよ
うな他の形態の不揮発性メモリをＥＥＰＲＯＭに代わって使用することができる。図９は
、ハンドセットのＥＥＰＲＯＭメモリの４つの記録又はメモリ位置を示すテーブルである
。各メモリ位置は、音声タグ、名前及び電話番号を含む。音声タグは、通常、マイクロホ
ン３２により受け取られるユーザの音声のサンプルである音波として記録される。この波
形は、無線電話のスピーカで再生される。名前及び電話番号は、通常そうであるようにユ
ーザによりキーパッド２８のアルファニューメリックキー２８ａを経てＥＥＰＲＯＭメモ
リに入力される。
【００１７】
無線電話は、ユーザが、ヘッドセットを用いて、音声タグ、名前、及び／又はＥＥＰＲＯ
Ｍに後で記憶するための電話番号を発生できるようにする特徴を備えている。この特徴は
、ユーザがキーパッド２８を通常の仕方で操作することにより無線電話のメニューから選
択することができる。この特徴の選択に続いて、ユーザは、ヘッドセットのボタン３３を
押し、そしてヘッドセットのマイクロホン３１に音声タグを話し込むようにイヤホン２０
の音響又は音声で促される。この音声入力は、ヘッドセットインターフェイス２００を経
てマイクロプロセッサによって受け取られ、ＥＥＰＲＯＭの次に使用できるメモリ位置に
音声タグとして記録される。次いで、ヘッドセットのボタン３３を用いて、音声タグ入力
が確認される。次いで、ユーザは、名前及び電話番号をマイクロホン３１に同様に入力し
、メモリ位置への入力が完了する。マイクロプロセッサは、マイクロホン３１に入力され
た名前及び電話番号の音声波形から名前及び電話番号を解読するためのスピーチ認識アル
ゴリズムでコンディショニングされる。ヘッドセットを経てＥＥＰＲＯＭへの入力が完了
した後に、無線電話は、音声合成器を用いてイヤホン２０を経て自動的にユーザへ入力を
任意に再生することができる。更なる入力もＥＥＰＲＯＭへ入力される。
【００１８】
又、無線電話は、ユーザが電話番号を発生しそしてその後にヘッドセットを用いて電話番
号をダイヤルできるようにする特徴も備えている。この特徴がハンドセットで選択される
と、ユーザは、ヘッドセットのボタン３３を押し、そしてユーザがダイヤルしようとする
電話番号を話すようにイヤホンの音響又は音声により促される。次いで、ユーザの音声入
力がマイクロホン２１により受け取られ、そしてマイクロプロセッサを用いて処理され、
スピーチ認識アルゴリズムで適当にコンディショニングされ、無線電話に電話番号が発生
される。スピーチ認識により発生された電話番号は、音声合成器を用いてイヤホンを経て
ユーザに再生される。ユーザがヘッドセットのボタンを長く押すと、発生された電話番号
のダイヤル動作が開始される。
【００１９】
無線電話は、ユーザが無線電話に記憶された電話番号を選択してダイヤルする種々の方法
を与えることができる。電話番号を選択するための好ましい方法が図４ないし７のフロー
チャートに示されている。これらの方法は、一般的に、無線電話のメモリに既に記憶され
ている音声タグ及び電話番号に基づく。選択された電話番号をダイヤルする好ましい方法
が図８のフローチャートに示されている。図４ないし７の選択フローチャートの各々は、
図８のダイヤルフローチャートへと進む（表示Ａを参照）。
【００２０】
図４の選択フローチャートを参照すれば、第１ステップ４１は、ヘッドセットのボタンが
押されたかどうかマイクロプロセッサが検出することを必要とする。この第１ステップは
、図４ないし７の全てのフローチャートに共通である。ステップ４２において、ユーザは
、ユーザがダイヤルしようとする電話番号に関連した音声タグをマイクロホン２１に向か
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って話す。ステップ４３では、マイクロプロセッサは、ユーザにより入力された波形を、
ＥＥＰＲＯＭに記録された全ての音声タグ波形と比較し、そして最良の波形一致をもつ音
声タグを選択する。最良に一致する音声タグと同じメモリ位置に記憶された電話番号がＥ
ＥＰＲＯＭから呼び戻される。
【００２１】
ユーザにより入力された波形と、ＥＥＰＲＯＭに記憶された波形とを比較するための好ま
しい方法は、波形に関連した独特の特徴を識別又は抽出することを含む。これら独特の特
徴の比較が次いで行われて、最良の一致をもつ波形が決定される。これらの独特の特徴は
、波形の振幅及び長さとは実質的に独立するように選択され、例えば、ユーザが名前を静
かに又はゆっくりと話したときでも一貫して波形が一致し得るようにする。スピーチ認識
においては、入力波形の同じ独特の特徴を抽出して、どんなワードが話されたか決定する
ことができる。
【００２２】
図５に示す選択フローチャートを参照すれば、ステップ５１及び５２は、図４のフローチ
ャートのステップ４１及び４２と同じである。ステップ５３では、マイクロプロセッサは
、ユーザにより入力された波形を、ＥＥＰＲＯＭに記憶された全ての音声タグ波形と比較
し、そして最良の波形一致をもつ音声タグを選択する。次いで、最良の一致をもつ音声タ
グがヘッドセットのイヤホン２０を通して出力される。ここで、ユーザは、ステップ５４
及び５５で表された３つの選択肢を有する。ユーザの第１の選択肢は、ヘッドセットのボ
タンを押さないことであり、従って、選択が時間切れとなる（ステップ５６を参照）。ユ
ーザの第２の選択肢は、ヘッドセットのボタンを短時間押すことである。これは、ステッ
プ５７を呼び出し、従って、マイクロプロセッサは、ユーザにより入力された波形を、Ｅ
ＥＰＲＯＭに記憶された全ての音声タグと比較し、そして次に最良の波形一致をもつ音声
タグを選択する。次に最良の一致をもつ音声タグは、次いで、ヘッドセットのイヤホン２
０を経て出力され、ユーザは、再び、ステップ５４及び５５で表された３つの選択肢をも
つことになる。ユーザの第３の選択肢は、ヘッドセットのボタンを長時間押すことであり
、これにより、ステップ５８が実行され、即ち最後の音声タグ出力と同じメモリ位置に記
憶された電話番号がＥＥＰＲＯＭから呼び戻される。
【００２３】
図６の選択フローチャートを参照すれば、ステップ６１は、図４のフローチャートのステ
ップ４１と同じである。ステップ６２において、マイクロプロセッサは、ＥＥＰＲＯＭの
第１のメモリ位置に記憶された音声タグを検索し、そしてその第１の音声タグをヘッドセ
ットのイヤホンを経て出力する。ここで、ユーザはステップ６４及び６５で表された３つ
の選択肢を有する。これらの選択肢は、図５の選択フローチャートのステップ５４及び５
５で表されたユーザ選択肢と同じである。しかしながら、ユーザが第２の選択肢、即ちヘ
ッドセットのボタンの短時間の押圧を選択すると、ステップ６７が呼び出され、これによ
り、マイクロプロセッサは、ＥＥＰＲＯＭの次のメモリ位置に記憶された音声タグを検索
し、そしてこの音声タグをヘッドセットのイヤホンを経て出力する。次いで、ユーザはも
う一度ステップ６４及び６５で表された３つの選択肢を有する。従って、ユーザは、所望
の音声タグがイヤホンを経て出力されるまで音声タグを通して順次にスクロールする。所
望の音声タグが出力されると、最後の音声タグ出力と同じメモリ位置に記憶された電話番
号がボタンの長時間押圧によりＥＥＰＲＯＭから呼び戻される。
【００２４】
図７の選択フローチャートを参照すれば、ステップ７１及び７２は、図６のフローチャー
トのステップ６１及び６２に等しい。ステップ７３において、ユーザは、例えば、２秒の
割り当てられた時間周期内にボタンを押すことにより、イヤホン２０により出力される最
後の音声タグを受け入れるように選択する。ユーザがボタンを押すことにより最後の音声
タグを受け入れるように選択しない場合には、フローチャートはステップ７４へ進み、こ
れにより、マイクロプロセッサはＥＥＰＲＯＭの次のメモリ位置に記憶された音声タグを
出力し、そしてこの音声タグをヘッドセットのイヤホンを経て出力する。次いで、プロセ
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スは、ステップ７３へ戻り、この点において、ユーザは、上記のようにボタンを押すこと
により最後の音声タグ出力を受け入れるように選択する。従って、ＥＥＰＲＯＭに記憶さ
れた音声タグは、所望の音声タグがユーザにより受け入れられるまでマイクロプロセッサ
により自動的に且つ順次にスクロールされる。ユーザが音声タグを受け入れると、その音
声タグと同じメモリ位置に記憶された電話番号がマイクロプロセッサによってＥＥＰＲＯ
Ｍから呼び戻される（ステップ７５）。任意であるが、ユーザは、長時間ボタンを押圧し
て、音声タグの自動スクロールをキャンセルすることができる。
【００２５】
上記した選択フローチャートにおいて、電話番号は、通常、ＥＥＰＲＯＭから呼び戻され
る。これが行われると、電話番号は、図８のフローチャートのステップ８１で示されたよ
うに、無線電話により自動的にダイヤルされる。ステップ８２及び８３は、ユーザがヘッ
ドセットのボタンを押すことによりコールをいかに終了するかを示す。
【００２６】
本発明は、請求の範囲に述べた発明に関するものであるか又は対処される問題のいずれか
又は全部を軽減するものであるかに係わりなく、ここに開示する新規な特徴又は特徴の組
合せを明確に含むか、或いはそのいかなる一般性も含むものである。
以上の説明に鑑み、当業者であれば、本発明の範囲内で種々の変更がなされ得ることが容
易に明らかであろう。
【図面の簡単な説明】
【図１】公知のＮＯＫＩＡ　ＨＤＸＫ－８ヘッドセットの斜視図である。
【図２】ユーザの頭にヘッドセットが配置された状態の本発明のポータブル無線電話を示
す図である。
【図３】図２のハンドセットのキーパッド、マイクロプロセッサ及び主たる機能要素を示
す回路図である。
【図４】図２に示すヘッドセットのボタン及びマイクロホンを用いて電話番号をいかに選
択するかを示すフローチャートである。
【図５】図２に示すヘッドセットのボタン、マイクロホン及びイヤホンを用いて電話番号
をいかに選択するかを示すフローチャートである。
【図６】図２に示すヘッドセットのボタン及びイヤホンを用いて電話番号をいかに選択す
るかを示すフローチャートである。
【図７】ヘッドセットのボタン及びイヤホンを用いて電話番号をいかに選択するかを示す
別のフローチャートである。
【図８】選択された電話番号をいかにコールするか及びヘッドセットのボタンを用いてコ
ールをいかに終了するかを示すフローチャートである。
【図９】図２のハンドセットのメモリ位置１ないし４に記憶される情報を示すテーブルで
ある。
【符号の説明】
１０　耳内スピーカ
１１　インラインマイクロホン
１２　リード
１３　鰐口クリップ
１４　コネクタ
１５　アダプタ
２０　イヤホン
２１　マイクロホン
２２　リード
２４　コネクタ
２７　バッテリパック
２８　キーパッド
２８ａ　アルファニューメリックキー
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２８ｂ　ファンクションキー
２９　ディスプレイ
３０　電話ハンドセット
３１　スピーカ
３２　マイクロホン
３３　スイッチ
３４　アンテナ
４０　ヘッドセット
１００　マイクロプロセッサ
２００　ヘッドセットインターフェイス
３００　ＥＥＰＲＯＭ
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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